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(2)広報 やまなかこ２０１４. ４月号

　

村
で
は
、15
日
土
曜
日
午
前
８
時
、

役
場
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

こ
れ
ら
の
状
況
に
対
し
て
、
人
命
最

優
先
の
対
応
を
図
る
べ
く
、
必
要
な

班
を
編
成
し
行
動
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
人
暮
ら
し
老
人
等
災

害
時
に
対
応
が
困
難
と
予
想
さ
れ
る

世
帯
や
山
間
地
で
孤
立
し
て
し
ま
っ

て
い
る
世
帯
、
透
析
や
通
院
な
ど
が

必
要
な
方
々
の
世
帯
等
、
多
く
の
課

題
が
短
時
間
に
噴
出
し
て
し
ま
っ
た

た
め
、
限
ら
れ
た
人
員
と
迫
る
時
間

の
中
で
、
緊
急
性
を
考
慮
し
て
、
や

む
な
く
ト
リ
ア
ー
ジ
的
に
優
先
性
を

決
定
し
、
最
善
の
結
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
衛
隊
へ
の
支
援
要
請
に

よ
る
捜
索
救
助
活
動
や
、
山
梨
県
に

対
す
る
支
援
物
資
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
空
輸
、
災
害
救
助
法
の
適
用

等
を
強
力
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

特
に
除
雪
作
業
は
、
村
道
を
お
願

を
含
む
帰
宅
困
難
者
受
け
入
れ
、
食

料
・
物
資
の
調
達
・
備
蓄
な
ど
、
様
々

な
面
で
の
効
果
も
確
認
さ
れ
ま
し
た

が
、
同
時
に
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。

　

安
心
安
全
な
生
活
を
目
指
し
、
こ

の
貴
重
な
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
こ
れ

か
ら
の
防
災
・
減
災
対
策
に
確
実
に

活
か
し
て
行
く
必
要
性
を
、
改
め
て

強
く
認
識
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

 

ま
ち
づ
く
り
・
景
観
形
成
等
を

 

さ
ら
に
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　　

続
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
３
月
12
日
に
報
告
会
を
実
施
い

た
し
ま
す
。（
関
連
記
事
P8
）

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
の

発
表
と
意
見
交
換
に
よ
り
、
新
年
度

か
ら
の
事
業
展
開
に
活
か
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

景
観
関
連
に
つ
い
て
は
、
大
学
の

教
授
等
の
専
門
家
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン

戦
略
会
議
を
立
ち
上
げ
た
い
と
考
え

て
お
り
、
ま
た
、
山
中
・
平
野
・
旭

日
丘
の
３
地
区
交
差
点
に
つ
い
て

も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る

推
進
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

体
制
整
備
に
よ
る
事
業
進
捗
の
加

速
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

宝
探
し
関
連
に
つ
い
て
は
、
去

る
３
月
６
日
に
宝
つ
な
ぎ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
報
告
会
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
延
べ
３
３
０
件
の
宝

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

宝
を
活
用
し
て
い
く
方
法
や
手
段
、

新
た
な
宝
の
発
掘
等
、
今
後
の
展
開

が
重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

何
よ
り
も
本
事
業
は
、
住
民
主
導

が
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
住
民

の
皆
様
の
積
極
的
な
参
画
・
運
営
を

期
待
し
て
お
り
、
宝
を
活
用
し
て
い

く
実
施
主
体
も
、
住
民
の
皆
様
中
心

が
望
ま
れ
ま
す
。

　

先
進
地
の
事
例
か
ら
も
、
行
政
は

住
民
の
皆
様
の
活
動
の
た
め
に
、
そ

の
環
境
整
備
や
資
金
援
助
な
ど
、
主

に
は
、
後
方
支
援
的
な
立
場
に
徐
々

に
シ
フ
ト
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
遺
産
関
係
の
富
士
五

湖
創
造
会
議
に
つ
い
て
は
、
３
月
10

日
に
湖
を
利
用
さ
れ
て
い
る
観
光
船

協
会
山
中
湖
支
部
役
員
会
で
の
内
容

調
整
を
お
願
い
し
、
来
る
14
日
に
は

山
中
地
区
駐
車
場
近
隣
の
ボ
ー
ト
業

者
の
皆
様
に
対
し
説
明
会
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

世
界
遺

産
に
相
応

し
い
湖
の

景
観
創
出

に
一
層
努

め
て
い
き

た
い
と
考

え
て
お
り

ま
す
。

い
し
て
い
る
建
設
業
者
の
皆
さ
ん
に

加
え
、
公
共
施
設
の
駐
車
場
を
富
士

五
湖
観
光
船
協
会
山
中
湖
支
部
の

方
々
、
一
人
暮
ら
し
老
人
等
除
雪
が

困
難
な
世
帯
な
ど
に
は
、
社
協
の
呼

び
か
け
に
よ
る
多
く
の
村
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
事
態
が
改
善
さ
れ
る
速
度
が
飛

躍
的
に
加
速
し
て
く
れ
た
も
の
と
、

深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
開
設
し
た
避
難
所
に
は
帰

宅
困
難
者
を
中
心
に
延
べ
62
名
の

方
々
が
避
難
さ
れ
ま
し
た
が
、
連
泊

の
負
担
を
ご
配
慮
い
た
だ
き
、
ホ
テ

ル
マ
ウ
ン
ト
富
士
様
の
ご
厚
意
に
よ

る
宿
泊
受
け
入
れ
の
ご
支
援
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
生
活
に
支
障
が
残
る
状

況
は
長
期
間
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ

て
し
ま
い
、
最
終
的
に
災
害
対
策
本

部
の
閉
鎖
は
、
３
月
３
日
の
午
前
９

時
と
な
り
ま
し
た
。

　

幸
い
に
し
て
、
大
き
な
被
害
は
発

生
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
を
安

堵
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
が
、
車
庫

や
屋
根
の
破
損
な
ど
、
現

在
も
被
害
届
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
災
害
で
は
、
情

報
の
収
集
・
分
析
、
そ
し

て
広
報
、
要
支
援
者
の
把

握
・
援
助
、
別
荘
地
・
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
と
の
連

携
、
自
治
会
に
よ
る
安
否

確
認
の
ご
協
力
、
観
光
客

村
議
会
３
月
定
例
会　

村
長
所
信
・
提
出
案
件

　

山
中
湖
村
議
会
第
１
回
定
例
会

（
３
月
）
に
あ
た
り
、
村
長
か
ら
村

政
運
営
に
関
し
て
の
考
え
方
と
議

会
に
提
出
さ
れ
た
案
件
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
掲

載
し
て
、
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

村
長
所
信
（
抜
粋
）

 

記
録
的
な
豪
雪
の
対
応
に

 

努
め
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
２
月
14
日
金
曜
日
未

明
か
ら
降
り
始
め
た
豪
雪
は
、
翌
日

ま
で
続
き
、
前
週
の
残
雪
と
合
わ
せ

１
６
３
ｃ
ｍ
の
記
録
的
な
積
雪
量
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
道
路
等
の
除
雪
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
手
間
を
要
し
、

家
か
ら
外
に
出
ら
れ
な
い
世
帯
が
続

出
す
る
一
方
、
県
内
幹
線
道
路
は
通

行
止
め
と
な
り
、
物
流
は
途
絶
え
、

食
料
や
燃
料
の
不
足
な
ど
生
活
に
大

き
な
影
響
が
出
ま
し
た
。
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マ
リ
モ
の
生
息
状
況
を

 

調
査
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
マ
リ
モ
生
息
調
査
委
員

会
に
つ
い
て
、
３
月
26
日
か
ら
28

日
ま
で
の
３
日
間
、
潜
水
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
12
月
の
予
備
調
査
に
お
い

て
、
湧
水
の
位
置
確
認
や
藻
類
の

サ
ン
プ
ル
採
取
等
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
、
ご
く

一
部
で
す
が
マ
リ
モ
の
存
在
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
採
取
さ
れ
た
マ
リ
モ
は
、
か

つ
て
山
中
湖
に
生
息
し
て
い
た
マ

リ
モ
と
は
異
な
る
タ
イ
プ
で
、
北

海
道
の
阿
寒
湖
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
タ
イ
プ

が
一
致
し
た
こ
と
か
ら
、
山
中
湖

に
は
２
種
類
の
マ
リ
モ
が
い
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

正
式
に
は
、
今
月
の
潜
水
調
査
後

に
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
新
年
度
に
お
い
て
も
、
生
息
状

況
の
解

明
に
向

け
、
調

査
を
継

続
し
て

ま
い
り

た
い
と

考
え
て

お
り
ま

す
。

 

山
中
地
区
サ
イ
ク
リ
ン
グ

 

ロ
ー
ド
の
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

　

大
雪
の
た
め
遅
れ
て
お
り
ま
し
た

山
中
地
区
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、
こ
の
３
月

か
ら
着
手
予
定
と
の
連
絡
を
国
土
交

通
省
よ
り
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
長
年
の
懸
案
事
業
の
一
刻
も

早
い
具
現
化
は
、
ま
ち
づ
く
り
と
も

密
接
に
連
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

相
乗
効
果
が
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
山
中
湖
畔
の
魅
力
充
実

と
工
事
の
円
滑
な
進
行
の
た
め
に
、

さ
ら
に
地
元
調
整
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　 

村
名
変
更
50　
周
年

 

記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　　

さ
て
、
迎
え
る
平
成
26
年
度
は
山

中
湖
村
村
名
変
更
50
周
年
の
記
念
事

業
実
施
期
間
と
な
り
ま
す
の
で
、
各

種
事
業
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
平
野
石
割
の
湯
の
新
し
い

源
泉
の
掘
削
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

す
で
に
実
施
さ
れ
た
調
査
結
果
を

も
と
に
、
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
受

け
、
石
割
の
湯
駐
車
場
に
掘
削
地
が

選
定
さ
れ
、
成
功
報
酬
型
方
式
で
の

発
注
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

７
月
の
25
日
・
26
日
に
は
、
ス
キ

マ
ス
イ
ッ
チ
・
元(

は
じ
め)

ち
と

せ
等
に
よ
る
オ
ー
ガ
ス
タ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
記
念
事
業
と
し
て
開
催

し
ま
す
。

　

ま
た
、
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
８

月
の
ス
ペ
ー
ス
・
シ
ャ
ワ
ー
に
つ
い

て
は
、
29
日
・
30
日
・
31
日
の
３
日

間
を
、
同
じ
く
８
月
19
日
に
は
千
昌

夫
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

10
月
に
は
、
瀬
古
利
彦
氏
が
大
会

会
長
の
富
士
山
・
山
中
湖
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
駅
伝
を
共
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、
き

ら
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
・
ダ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
き
ら
ら
祭
り
な

ど
を
、
記
念
事
業
と
し
て
充
実
・
強

化
し
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

メ
イ
ン
と
な
る
記
念
式
典
は
７
月

１
日
に
計
画
し
て
お
り
、
山
中
湖
村

表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
本
村
の
公
益

に
寄
与
さ
れ
村
政
進
展
に
特
に
功
績

の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
50
周
年
を
記
念
し

て
、
歴
史
や
文
化
等
が
残
さ
れ
た
写

真
な
ど
を
編
集
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
制
作

も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　 

新
生
山
中
湖
元
年
と
し
て

 

予
算
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
新
年
度
は
、
私

の
２
回
目
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
し

た
が
、「
新
生
山
中
湖
元
年
」
と
位

置
付
け
、
現
在
の
課
題
に
対
応
す
べ

く
、
事
業
を
新
設
ま
た
は
増
強
し
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
防
災
面
と
し
て
、
非
常
用

食
料
を
１
万
食
以
上
加
増
し
、
簡
易

式
エ
ア
ー
ベ
ッ
ト
や
ア
ル
ミ
ヒ
ー
ト

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
な
ど
の
備
蓄
品
を
増

量
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
沖
新
畑
地

区
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
配
備
や
消
防
団
の

無
線
整
備
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

情
報
化
対
応
に
つ
い
て
は
、
役
場

の
基
幹
デ
ー
タ
を
役
場
外
部
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
に
保
存
し
、
リ

ス
ク
の
分
散
化
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
、
い
わ
ゆ

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
対
応
す
る

べ
く
内
部
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
進
め

ま
す
。

　

役
場
の
機
能
強
化
に
つ
い
て
は
、

２
年
目
と
な
る
機
構
改
革
を
実
施

し
、
効
率
的
で
機
動
力
の
あ
る
実
効

性
の
高
い
役
場
を
目
指
す
と
共
に
、

職
員
の
各
種
研
修
実
施
の
ほ
か
、
山

梨
県
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
職
員
を
派
遣
し

能
力
と
資
質
の
向
上
に
期
待
し
ま
す
。

　

教
育
面
で
は
、
引
き
続
き
小
中

学
校
に
村
担
講
師
を
上
乗
せ
し
て

配
置
す
る
と
共
に
、
福
祉
面
で
は
、

保
育
所
３
歳
以
上
園
児
の
主
食
費

の
公
費
負
担
、
障
害
者
福
祉
計
画

や
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
、
各
種
検
診
受
診
者
数
増
加

等
を
図
り
ま
す
。

　

政
策
計
画
に
つ
い
て
は
、
私
の

村
政
執
行
の
一
番
の
基
と
な
る
第

４
次
長
期
総
合
計
画
の
後
半
分
の

基
本
計
画
を
、
制
度
改
正
や
社
会

情
勢
等
に
即
し
て
策
定
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
道
路
・

下
水
道
整
備
の
ほ
か
、
27
の
橋
梁

を
長
寿
命
化
の
た
め
修
繕
の
設
計

を
行
な
い
ま
す
。

 

村
民
主
役
の
村
づ
く
り
に

 

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　

村
民
の
皆
様
の
積
極
的
な
村
政

へ
の
参
加
に
よ
る
「
村
民
主
役
」

と
「
力
強
く
自
立
し
た
村
づ
く
り
」

の
実
現
に
向
け
、
な
お
一
層
の
努

力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆
様
の

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

（
３
月
11
日
時
点
の
所
信
で
す
の
で
、

そ
の
後
、
実
施
や
決
定
し
た
事
項
が

あ
る
点
を
ご
承
知
願
い
ま
す
。）



(4)広報 やまなかこ２０１４. ４月号

平成２６年度　山中湖村当初予算概要
　平成２６年度当初予算について、一般会計を中心に説明します。
全８会計の総予算は６９億７，６１７万４千円、その内一般会計が４５億４，８６２万円、特別会計は７会計
で２４億２，７５５万４千円となりました。
　一般会計歳入については、歳入の根幹をなす村税（法人税）が、ほぼ前年度並みで３０億６，４５２万４千
円となり、村民税が前年度比４．５％減となり固定資産税を中心に他の税目が補う形となりました。
　歳出については、主な事業として、「村変更５０周年事業」「まちづくり事業」「住民ネットワー
ク事業」、その他公共施設の防災対策・環境整備事業を計上しました。その結果、投資事業全体で
５億７，３０８万７千円を計上し、各施設の整備を進めていきます。そのことにより、財政調整基金繰入金
を４億８，７３２万６千円計上しました。
　山中湖村を世界有数のリゾート地にするべく、住民の皆様が主体となるまちづくり事業を導入し、生涯学
習に結びつけた永徳的な活動へと導き観光の活性化等へと展開してまいります。

会　計　名 平成２６年度 平成２５年度 差引増減 増減率
一 般 会 計 45 億 4,862 万 0 千円 41 億 7,596 万 3 千円 3 億 7,265 万 7 千円 8.9%
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 8 億 8,781 万 0 千円 8 億 6,356 万 6 千円 2,424 万 4 千円 2.8%
下 水 道 特 別 会 計 7 億 2,322 万 0 千円 6 億 1,232 万 1 千円 1 億 1,089 万 9 千円 18.1%
簡 易 水 道 特 別 会 計 1 億 3,078 万 0 千円 1 億 2,547 万 4 千円 530 万 6 千円 4.2%
観 光 施 設 特 別 会 計 1 億 9,896 万 0 千円 1 億 1,796 万 8 千円 8,099 万 2 千円 68.7%
介 護 保 険 特 別 会 計 3 億 7,795 万 4 千円 3 億 3,662 万 6 千円 4,132 万 8 千円 12.3%
介護予防支援事業特別会計 644 万 3 千円 554 万 1 千円 90 万 2 千円 16.3%
後期高齢者医療特別会計 1 億 238 万 7 千円 1 億 1,092 万 5 千円 △ 853 万 8 千円 △ 7.7%
合 計 69 億 7,617 万 4 千円 63 億 4,838 万 4 千円 6 億 2,779 万円 9.9%

各会計歳入歳出予算額（当初）

※予算書は、総務課で閲覧できます。

村民税（個人） 2 億 9,596 万 0 千円

新民税（法人） 15 億 4,763 万 4 千円

固定資産税 10 億 5,187 万０千円

軽自動車税 1,294 万 0 千円

たばこ税 6,000 万０千円

入湯税 9,612 万０千円

　村税内訳



(5) 広報 やまなかこ２０１４. ４月号

主 要 事 業
歳出項目 事　　業 金　　額 目　　的

総 務 費

村名変更 50 周年事業 1,038 万 5 千円 各種記念イベントによる周知
長期総合計画事業 972 万０千円 長期総合計画のローリング
富士山保全法策定事業 914 万 5 千円 基本構想策定負担金
まちづくり事業 2,228 万 3 千円 まちづくり事業計画費
住民ネットワーク事業 2,864 万０千円 社会保障・番号制度対応

民 生 費 次世代育成支援対策事業 151 万 5 千円 子育て環境の向上

衛 生 費
検診事業 2,309 万５千円

健康長寿の推進
予防接種事業 1,345 万 6 千円

農 林 水 産 業 費 農産物特産化事業 471 万 0 千円 産業の推進
商 工 費 広告宣伝事業 3,591 万 2 千円 観光産業の推進
土 木 費 道路維持事業 1 億 2,034 万 6 千円 橋梁の長寿命化対策費
消 防 費 防災対策事業 1,526 万 6 千円 非常用食料・災害備品等の購入

教 育 費
小中学校村担教育事業 2,035 万 2 千円 学校教育の充実
富士山世界文化遺産推進事業 512 万 1 千円 看板設置等



(6)広報 やまなかこ２０１４. ４月号

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

　

２
月
の
豪
雪
対
応
経
費
の
関
連
補
正

予
算
に
つ
い
て
、
専
決
処
分
し
た
の
で

報
告
し
、
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

山
中
湖
村
社
会
教
育
委
員
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

社
会
教
育
法
第
15
条
お
よ
び
第
18
条

の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
な

う
も
の
で
す
。

山
中
湖
村
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る 

条
例
制
定
に
つ
い
て

　

助
成
対
象
児
童
に
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を

受
け
た
児
童
が
追
加
さ
れ
た
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
な
う
も
の
で
す
。

山
中
湖
村
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

　

助
成
方
法
を
窓
口
無
料
か
ら
自
動
還

付
方
式
に
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
行
な
う
も
の
で
す
。

山
中
湖
村
公
共
物
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

山
中
湖
村
下
水
道
使
用
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

山
中
湖
村
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

   
議
会
提
出
原
案
（
概
要
）

山
中
湖
村
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

こ
の
４
件
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
に

伴
い
、所
要
の
改
正
を
行
な
う
も
の
で
す
。

平
成
25
年
度
山
中
湖
村
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

（
総
額
６
，
６
８
９
万
９
千
円
の
減
額

  
補
正
）

　

今
回
の
補
正
予
算
に
つ
き
ま
し
て

は
、
歳
入
見
込
み
に
つ
い
て
の
見
直
し

と
歳
出
予
算
の
執
行
状
況
を
精
査
の

上
、
編
成
し
た
も
の
で
す
。

◇
歳
入
（
主
な
計
上
額
）

・
法
人
村
民
税

　
　
　
　
　

△
１
億
３
，
０
０
０
万
円

・
固
定
資
産
税

　
　
　
　
　
　
　
　

４
，
７
０
０
万
円

・
国
庫
支
出
金
（
特
定
防
衛
施
設
周
辺

　
　
　
　
　
　
　

整
備
調
整
交
付
金
）

　
　
　
　
　
　

９
，
１
６
９
万
６
千
円

・
繰
入
金
（
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
）

　
　
　

△
１
億
９
，
８
９
４
万
８
千
円

・
繰
越
金 　
　

５
，
９
０
３
万
８
千
円

◇
歳
出
（
主
な
計
上
額
）

総
務
費

・
基
金
新
規
積
立
金
１
，
０
０
０
万
円

（
執
行
残
額
の
大
き
な
も
の
に
つ
い
て    

は
、各
科
目
に
お
い
て
減
額
し
ま
し
た
。）

◇
繰
越
明
許
費

・
公
有
財
産
台
帳
整
備
事
業

・
児
童
福
祉
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

・
村
道
山
中
３
号
線
用
地
整
備
事
業　

・
消
防
詰
所
整
備
事
業

・
防
災
対
策
推
進
事
業

・
中
央
公
民
館
整
備
事
業

　

以
上
の
６
事
業
に
つ
い
て
、
年
度
内

に
完
了
し
な
い
見
込
み
の
た
め
繰
り
越

す
も
の
で
す
。

平
成
25
年
度
山
中
湖
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
山
中
湖
村
下
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
山
中
湖
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
山
中
湖
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
山
中
湖
村
後
期
高
齢
者 

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

以
上
５
件
に
つ
い
て
も
、
歳
入
見
込

み
に
つ
い
て
の
見
直
し
と
歳
出
予
算
の

執
行
状
況
を
精
査
の
上
、
所
要
の
補
正

を
行
な
う
も
の
で
す
。

　
平
成
26
年
度
山
中
湖
村
一
般
会
計
予
算

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
山
中
湖
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
山
中
湖
村
下
水
道
特
別

会
計
予
算
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
山
中
湖
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
予
算
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
山
中
湖
村
観
光
施
設
特
別

会
計
予
算
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
山
中
湖
村
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
山
中
湖
村
介
護
予
防
支
援

事
業
特
別
会
計
予
算
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て

平
成
26
年
度
山
中
湖
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て

（
各
会
計
当
初
予
算
の
内
容
は
、
前
頁

P4
・
P5
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

富
士
吉
田
市
外
一
市
二
町
四
村
一
組
合

こ
と
ば
の
教
室
設
置
協
議
会
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

　

協
議
会
か
ら
都
留
市
が
脱
退
す
る
こ

と
に
伴
い
、規
約
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

山
中
湖
村
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

組
織
機
構
改
革
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
な
う
も
の
で
す
。

組
織
機
構
改
革
に
伴
う
関
係
条
例
の 

整
理
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

こ
の
２
件
に
つ
い
て
は
、
組
織
機
構

改
革
に
伴
い
、
関
係
す
る
条
例
の
改
正

を
行
な
う
も
の
で
す
。

山
中
湖
村
立
公
民
館
の
設
置
お
よ
び

管
理
等
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

社
会
教
育
法
の
一
部
改
正
お
よ
び
旭

日
丘
公
民
館
の
竣
工
供
用
に
対
応
す
る

た
め
、所
要
の
改
正
を
行
な
う
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
度
山
中
湖
村
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

　

繰
越
明
許
費
に
役
場
庁
舎
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
整
備
事
業
の
追
加
等
を
お
願
い
す

る
も
の
で
す
。

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

　

借
地
し
て
い
ま
す
山
中
保
育
所
用
地

を
購
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の　

選
任
に
つ
い
て

　

１
名
の
任
期
満
了
に
伴
う
、
後
任
の

委
員
と
し
て
、山
中
湖
村
平
野
27
番
地
、

長
田
政
道
氏
を
選
任
す
る
た
め
、
議
会

の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

山
中
湖
村
区
長
お
よ
び
区
長
代
理
者
の

選
任
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
、
４
区
の
区
長
お

よ
び
区
長
代
理
者
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
選
任
す
る
た
め
、
議
会
の
同
意
を

求
め
る
も
の
で
す
。

山
中
区
長　
　
　
　
　

田
中
良
彦　

氏

山
中
区
長
代
理
者　
　

羽
田
吉
昭　

氏

長
池
区
長　
　
　
　
　

羽
田
和
志　

氏

長
池
区
長
代
理
者　
　

天
野
憲
治　

氏

平
野
区
長　
　
　
　
　

長
田
裕
光　

氏

平
野
区
長
代
理
者　
　

天
野
安
治　

氏

旭
日
丘
区
長　
　
　
　

長
田
一
雄　

氏

旭
日
丘
区
長
代
理
者　

坂
本　

隆　

氏

（
以
上
の
提
出
案
件
は
、
村
議
会
に
お

い
て
原
案
の
と
お
り
、
可
決
お
よ
び
承

認
さ
れ
ま
し
た
。）

報
告
第
１
号

議
案
第
１
号

議
案
第
２
号

議
案
第
３
号

議
案
第
４
号

議
案
第
５
号

議
案
第
６
号

議
案
第
７
号

議
案
第
８
号

議
案
第
９
号

議
案
第
10
号

議
案
第
11
号

議
案
第
12
号

議
案
第
14
号

議
案
第
15
号

議
案
第
16
号

議
案
第
17
号

議
案
第
18
号

議
案
第
19
号

議
案
第
20
号

議
案
第
21
号

議
案
第
22
号

議
案
第
23
号

議
案
第
24
号

議
案
第
25
号

議
案
第
13
号

議
案
第
26
号

議
案
第
27
号

議
案
第
28
号

議
案
第
29
号



(7) 広報 やまなかこ２０１４. ４月号

新しい組織体制になりました！
　山中湖村では、各課内における相互の協力体制を強化して効率的な行政体制を目指すため、２カ年をか
けて実施しております組織機構改革の２年目として、平成２６年４月１日から新しい行政組織がスタート
します。これまで以上に、村民の皆様に密着した行政サービスを行なってまいりますのでご理解・ご協力
をお願いします。

平成２６年度　山中湖村の行政組織

課　　名 主 な 業 務

総務課
総 務 係：   人事・給与・研修・選挙・秘書・女性行政
防 災 係：   防災・交通安全・条例
財 政 係：   財政・契約

安全経営管理課 安 全 経 営 管 理 係：   リスク管理・内部統制・行政評価
　　　　　　　　　　  監査委員・固定資産評価審査委員・公平委員

税務住民課
調 査 課 税 係：   課税
収 納 係：   徴収
住 民 係：   戸籍・住基・外国人
医 療 保 険 係：   国民健康保険・後期高齢者医療

いきいき健康課

健 康 係：   健診・診療所
福 祉 係：   老人・障害者・児童・保育所
介 護 保 険 係：   介護保険
包括支援センター係：   包括支援センター

企画まちづくり課
企 画 係：   企画・都市計画・演習場対策
情 報 管 理 係：   広報・統計・ＩＣＴ
ま ち づ く り 推 進 係：   まちづくり

生活産業課

建 設 係：   土木・道路・河川
水 道 係：   簡易水道・下水道
産 業 振 興 係：   農林水産業・花の都・商工業
地 籍 調 査 係：   地籍
くらしエネルギー係：   自然保護・エネルギー

環境衛生課 環 境 衛 生 係：   クリーンセンター・公害・動物保護

観光課

観 光 推 進 係：   観光振興・観光協会
施 設 管 理 係：  交流プラザ・キャンプ場・温泉施設・長池親水公園　
　　　　　　　　　　 清流の里・文学公園
事 業 係：   ロードレース・イベント
総 合 窓 口 係：   窓口案内

出納室 出 納 係：   出納

教育委員会
学 校 教 育 係：   学校・総務
生 涯 学 習 係：   社会教育・社会体育
文 化 振 興 係：   文化財保護・文学の森

議会事務局 議会

 新しい体制の主な内容
・リスク管理・内部統制・行政評価等に関する事務を担当する「安全経営管理課」を新たに創設。

・税務課と住民課を統合し、「税務住民課」を創設。

・企画まちづくり課地域情報係を「情報管理係」に名称変更。

・建設水道課と環境産業課の業務分担を見直し、新たに「生活産業課」および「環境衛生課」を創設。

・教育委員会文化施設係を「文化振興係」に名称変更。
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　村教育委員会では、２月２７日（木）山中湖情報創造館で、世

界遺産登録された「富士山」の歴史・価値について理解を深め、

将来にわたり保護していく意識を高めることを目的に、県環境科

学研究所の堀内一義氏を講師に迎え、「富士山の自然と芸術・文化」

と題して、富士山学習を開催しました。

　参加した３５名は、世界遺産とは何か・

富士山のすばらしさ・世界遺産の構成資産

について学習しました。

　また、村観光課から、富士山世界遺産登録記念事業で作成した冊子「もっと知って、もっ

と学べる　おもてなし山中湖村」（広報 H25 年 11 月号参照）の活用方法について説明があ

りました。村教育委員会では、今後も地元にいながら知っているようで知らない「富士山」

と「山中湖」について社会教育学習講座を開催していく予定です。

　     ３月１２日　　まちづくり座談会

２月２７日　社会教育学習講座「富士山学習」

　　　　　

　　　　「まちづくり」への取り組みを経過報告

　３月１２日（水）にまちづくり座談会を山中湖村公民館で開催し、

「夢あふれる　明るい　豊かな　山中湖村の実現」に向け村民の皆さ

んと進めている「まちづくり」プロジェクトの経過報告がされました。

　９６名の方にご参加いただき、東京大学景観研究室およびコンサ

ルタントから「村の玄関口３地区交差点整備の基本構想」、「花の都公園についての取り組み」、「山中湖村の宝つ

なぎワークショップの開催報告」について説明がありました。

　また平成２５年度、村の「街道、水辺、民宿」に着目して研究を

進めてきた東京大学学生からの成果発表や、参加者の方との意見交

換も行なわれ有意義な座談会となりました。

　４月以降も引き続き皆さんと共に、より良い「まちづくり」の実

現を推進していきたいと考えています。今後、意見箱の設置や、村ホー

ムページでも情報提供していく予定ですので、ご協力をお願いしま

す！

消費税率引き上げに伴う、上下水道料金の改定について

　平成２６年４月１日から消費税率が８％に引き上げになることに伴い、

山中湖村の上下水道の使用料が改定となります。

　料金改定の適用時期につきましては、６・７月分（７月検針分）の使

用料から行ないますので、ご理解をお願いします。

料金改定の内容
　旧料金計算＝基本料金 + 超過料金 + 消費税（５％）【５円未満切捨て、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ５円以上は５円】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　新料金計算＝基本料金 + 超過料金 + 消費税（８％）【端数計算なし】

※なお、上下水道料金は、「上水道料金」と「下水道料金」を上記方法で

　計算した合計が請求金額になります。

問い合わせ　山中湖村役場　生活産業課　水道係　℡６２－９９７４
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制 度 名 臨時福祉給付金（簡素な給付措置） 子育て世帯臨時特例給付金

対 象 低 所 得 者 子 育 て 世 帯

趣 旨

所得の低い方々への負担の影響に鑑み、暫定的・
臨時的な措置として、臨時福祉給付金を支給する
予定です。

子育て世帯の影響を緩和し、子育て世帯の消
費の支えを図る観点から、臨時的な給付措置
として子育て世帯臨時特例給付金を支給する
予定です。

支給対象者

平成２６年度分市町村民税（均等割）が課税され
ない方。

ただし、低所得者を扶養している方が課税される
場合や生活保護制度の被保護者等は対象外です。

給付を受けるためには、住民税の申告を行ない、
所得金額等を確定する必要があります。住民税申
告に関する詳しい内容は、税務住民課 調査課税係

（℡６２－９９７２）までご確認ください。

平成２６年１月分の児童手当（特例給付を含
む）の受給者であり、平成２５年の所得が児
童手当の所得制限額に満たない方。　

ただし、臨時福祉給付金の対象者および生活
保護制度の被保護者等は対象外です。

給 付 額

給付対象者１人につき、１万円
ただし下記に該当する方は、５千円を加算
★老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等
　の受給者など
★児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者など

対象児童１人につき、１万円

対象児童…支給対象者の平成２６年１月分の
児童手当（特例給付を含む）の対象となる児童。

申 請 先 基準日（平成２６年１月１日）において住民登録をされている市町村となります。

問い合わせ

いきいき健康課　福祉係　℡６２－９９７６ 税務住民課　住民係　℡６２－９９７３

厚生労働省ホームページ　http://www.mhlw.go.jp/
専 用 ダ イ ヤ ル  　℡０５７０－０３７－１９２

「臨時福祉給付金（簡素な給付措置）」および「子育て世帯臨時特例給付金」

　　

　詐欺 にご注意ください！
　 臨時給付金に関して、

　　「臨時福祉給付金（簡素な給付措置）」および「子育て世帯臨時特例給付金」について、
３月２５日現在、まだ申請・支給手続きについて、国から詳細が示されておりません。
　詳細が分かり次第、山中湖村ホームページ等でお知らせします。

　国では消費税率の引き上げにともない、低所得者と子育て世帯に対し「臨時福祉給付金（簡素な給付措置）」

と「子育て世帯臨時特例給付金」を給付する予定です。

●市町村や厚生労働省などがＡＴＭ（銀行・コ　ンビニなどの現金自動支払機）の操作をお願いすることは、
　絶対にありません。
●ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません。
●市町村や厚生労働省などが、「臨時福祉給付金」の給付のために、手数料などの振込を求めることは、絶
　対にありません。
●現時点で、市町村や厚生労働省などが住民の皆様の世帯構成や銀行口座の番号などの個人情報を照会する
　ことは、絶対にありません。
 給付をよそおった「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください！
　ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省（の職員）　などをかたった電話がかかってきたり、郵便が届い
たら、迷わず、お住まいの市町村や最寄りの警察署（または警察相談専用電話 [ ＃９１１０] ）に、ご連絡
ください。
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　問い合わせ　 山梨県後期高齢者医療広域連合　℡０５５－２３６－５６７１

　　　　　　　　　　　　　   山中湖村役場　税務住民課　　　　　℡６２－９９７３

「後期高齢者医療制度の保険料率改定のお知らせ」

平成２４・２５年度の保険料率 平成２６・２７年度の保険料率

　 　
　  

均等割額　３９，６７０円

所得割率　　７．８６％

均等割額　４０，４９０円
所得割率　　７．８６％

　後期高齢者医療制度では、２年に一度保険料率を見直すこととされており、今回、

平成２６・２７年度の保険料率を改定しましたのでお知らせします。

　なお、平成２６年度の保険料額は、前年の所得が確定した後で決定します。

　７月中旬ごろ「保険料額決定通知書」を送付する予定です。

　　国民健康保険からのお知らせ
　４月から、７０歳から７４歳の被保険者に係る窓口負担が見直されます。

　問い合わせ　山中湖村役場　税務住民課　医療保険係　℡６２－９９７３

４月１日までに７０歳の誕生日を迎えた方
誕生日が昭和１９年４月１日までの方

４月１日以降に７０歳の誕生日を迎える方
誕生日が昭和１９年４月２日以降の方

　平成２６年４月以降も医療費の窓口負担は、
「１割」のまま変わりません。

　平成２６年３月２日から４月１日に７０歳
の誕生日を迎えた方は、これまでの「３割」
負担から「１割」負担になります。
※一定の所得がある方は、これまでどおり３
割負担です。
　窓口負担の毎月の負担上限額も変わりません。

　７０歳の誕生月の翌月（ただし、各月１日が誕生日の方は
その月）の診療から、窓口負担が「２割」になります。
　例えば、平成２６年４月２日から５月１日に７０歳の誕生
日を迎える方は、５月の診療から「２割」負担になります。）

※一定の所得がある方は、これまでどおり３割負担です。

　なお、窓口負担には毎月の負担上限額が定められています
が、７０歳から「２割」負担となる方は、６９歳までと比べ
て上限額が下がります。

　７０歳から７４歳の方の窓口負担は、法律上「２割」となっていますが、特例措置でこれまで「１割」
負担とされていました。平成２６年度から、より公平な仕組みとするため、この特例措置が見直される
こととなりました。見直しに当たっては、高齢の方の生活に大きな影響が生じることのないよう、平成
２６年４月２日以降７０歳の誕生日を迎える方から段階的に実施されることとなりました。

平成２６年度　北富士演習場内国有入会地の火入れについて
◇日　　時　４月１３日（日）

　　　　　　※雨天等の場合は、４月２０日（日）に延期

　　　　　　演習場内への門扉は、午前７時から随時開門します。

　　　　　　当日は、火入れ関係者以外の生業のための立ち入りを禁止します。

◇注意事項　火入れに参加する入会住民の皆様は、各入会組合の注意事項を厳守し、

　　　　　　事故災害などの防止にご協力をお願いします。

問い合わせ　恩賜林組合　演習地対策課　℡２２－３３５５
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元気いっぱい山中湖健康診査 （春） のお知らせ

検査項目 対　象　者 検査項目 対　象　者

基 本 健 診 
（ 内科診察・血圧

   測定・身体計測・
   腹囲計測・採血・
   心電図・尿検査）

２０～３９歳で山中湖村に住所を有する方
★問診票は４月下旬に対象者に送付します。 各種がん検診

　（ 肺・大腸・
       胃・ 肝臓 ）

３５から７４歳で山中湖村に住所を有する方
※４０歳以上の国保加入者以外の方には問診
　票は送付されません。受診希望者で問　診
票のない方は、５月１４日（水）までに、　い
きいき健康課にご連絡ください。
　当日、問診票がない方は受診できません。

４０～７４歳の国民健康保険加入者
★問診票は４月下旬に対象者に送付します。

   　 【健診費用・年齢別表】年齢は、平成２７年３月末時点での年齢を選んでください。
　　　健診の当日に希望する内容を選択していただきます。

健診項目 実際の検査費用 ２０歳～３４歳 ３５歳～６４歳 ６５歳～６９歳 ７０歳～ 備　　考

基本健診 ８，４１０円 １，０００円 １，０００円
（５，４００円）

１，０００円
（５，４００円） 無料  血液検査・心電図等

（社会保険加入者）
胃バリウム検査 ４，１５５円 ５００円 5 ００円 無料
大腸がん検査 １，６９６円 ５００円 ５００円 無料  検査キット（☆）
肝がん検査 ３，３３２円 ５００円 5 ００円 無料  超音波検査
胸部レントゲン １，０４８円 無料 無料
ヘリカルＣＴ ５，９４０円 １，５００円
喀  痰  検  査 ２，９３８円 ４００円 ４００円
前立腺検査 １，６１５円 ５００円 ５００円 ５００円  ５０歳～７４歳（★）
Ｂ型肝炎検査 ７８３円 無料 無料 無料  今年度４０歳になる方
Ｃ型肝炎検査 １，７８２円 無料 無料 無料  今年度４０歳になる方

　　合　計 ３１，６９９円 １，０００円 ４，９００円
（９，３００円）

３，４００円
（７，８００円） ５００円  国保加入者

（社会保険加入者）

　

（☆）大腸がん検査を受ける方へ

★前立腺検査…採血した血液を使用して検査を行ないます。そのため、基本健診を受けない方は対象外となります。
　健診当日に行なうオプション検査の概要については、広報５月号に掲載します。

日　　　　程：　５月１９日（月）・２０日（火）・２１日（水）（３日間実施します！）
健診受付時間 ：      午前８時から９時５０分まで　　（秋の日程は、１０月３日・６日・７日です。）

申し込み受付期間：４月２１日（月）から５月１４日（水）まで
申し込み方法 　    ： 山中地区（沖新畑を除く） ：愛育班員   ・役場 
       　                  　   平　野　地　区　　　　    ：婦 人 会     ・ 役場
　　　        　　  　 上　記　以　外 　  　 　    ：組　  長　・役場 

　大腸がん検査を受ける方は、採便し、当日提出す
るため、事前に検査キットが必要となります。
　検査キットは、いきいき健康課窓口で受け取って
ください。採便は４～５日前から可能です。
　使用しなかった場合は品質管理上、検査キットを
いきいき健康課へ返却してください。

 村ホームページ内から
も申し込みができます。
http://www.vill.yamanakako.
lg.jp/docs/2013022300452/

＜社会保険にご加入の方へ＞　　
＊加入者本人（４０歳以上）の方
　基本的には務め先で基本健診（特定健診）を受けることになっていますが、村の健診を受け
　ることもできます。その場合、基本健診の費用は５，４００円です。
＊被扶養者（４０歳以上）の方
　勤め先で指定している場所で健診を受けることができます。村の基本健診を希望する被扶養
　者は、あらかじめ加入している社会保険に「受診券」を発行してもらい、村へ申し込みをお
　願いします。受診券がない場合、基本健診の費用は５，４００円になります。
＊健診の受診を希望する場合
　いきいき健康課で「問診票」を発行します。５月１４日（水）までにお問い合わせください。
　被扶養者の問診票を発行する場合は、来所時に「健康保険証と受診券」を必ずお持ちください。

＜健診結果の返却についてのお願い＞
　本村は集団健診のため、ご本人に結果をお渡しする
のに約４０日間かかります。自覚症状がある方や心配
なことがある方は、直接医療機関へ受診し、検査を受
けることをお勧めいたします。
　健診結果の返却は 7 月上旬を予定しています。

国（防衛省）の交付金事業により自己負担額が軽減されています。

※７５歳以上の方は、７月２４日・２５日に実施します。

 問い合わせ　いきいき健康課　℡６２－９９７６
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　介護保険料は、３年に１度見直しが行なわれ、平成２６年度は第５期介護保険事業計画の最後の年となり、

平成２７年度から第６期計画がスタートします。

　第５期計画での第１号被保険者（６５歳以上）の保険料基準額（月額）は、３，６００円となっていますが、

第６期での保険料基準額が全国的に現行保険料から引き上げる見込みとなっています。

　保険料を滞納されますと、いざ介護が必要になった時に、介護サービス利用料を全額負担していただいたり、

十分な介護サービスを提供することができなかったりしますので、確実な納付をお願いします。

りよだ険保護介

段　　階 対　象　者 計算方法 保険料（年額）

第１段階  ・老齢福祉年金の受給者で、本人および世帯全員が住民税非課税の場合
 ・生活保護の受給者 基準額× 0.5 ２１，６００円

第２段階  ・本人および世帯全員が住民税非課税で、
　合計所得金額＋公的年金等収　入額が８０万円以下の人 基準額× 0.5 ２１，６００円

第３段階  ・本人および世帯全員が住民税非課税で、第２段階以外の人 基準額× 0.75 ３２，４００円

第４段階  ・本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合） 基準額× 1.0 ４３，２００円

第５段階  ・本人が住民税課税で、合計所得金額が１９０万円未満の人 基準額× 1.25 ５４，０００円

第６段階  ・本人が住民税課税で、合計所得金額が１９０万円以上の人 基準額× 1.5 ６４，８００円

　介護保険料は、６５歳になった日の前日が属する月 ( 例：１月１日生まれ→１２月分 ) から納めます。

　法律により年金の受給額によって納め方が決められており、納め方を個人で選択することはできません。

※保険料確定通知は、住民税確定後の７月に送付します。

年金受給月（４月・６月・８月・１０月・１２月・２月）に
２ヵ月分の保険料があらかじめ差し引かれます。

４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月
仮徴収 本徴収

平準化

村から送付される納付書で４回に分けて、指定の金融機関で
納めます。

７月 １０月 １２月 ２月

前年の所得などをもとに年間保険料額が確定します。

（ 特 別 徴 収 ）

年 金 が 年 額
１８万円以上
の方は、年金
から差し引か
れます。

（ 普 通 徴 収 ）

年 金 が 年 額
１８万円未満
の 方 は、 納 付
書で納めます。

本徴収

前年の所得などをもとに確
定した年間保険料額から仮
徴収分を差し引いて３回に
分けて納めます。

前年度２月分と
同じ保険料額を
納めます。

保険料の
ばらつき
を是正し
ます。

※年金が年額１８万
円以上の方でも、次
の場合は「納付書」
で納めます。

　　　   ↓
 ① 年 度 の 途 中 で、
６５歳（第１号被保
険者）になったとき

 ② 年 度 の 途 中 で、
他の市区町村から転
入したとき

 ③ 年 度 の 途 中 で、
所得段階の区分が変
わったとき

　基準額 3,600 円所得段階別の保険料額（１人あたり）は、次のとおりです。

　問い合わせ　いきいき健康課　介護保険係　℡６２－９９７６



(13) 広報 やまなかこ２０１４. ４月号

　　　　

山中湖いきいきプラン山中湖いきいきプラン山中湖いきいきプラン
男女共同参画社会を目指して ４月号

男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画

山中湖村 単純労務職員 採用試験のお知らせ

　表紙の写真

 　村体育協会主催の男女混合・４人制ソフトバレーボール大会
が、３月２０日（木）に村民体育館で開催されました。
　村民および村内事業所に勤務されている方による１２チーム
が参加し、ハッスルプレーあり、笑いありの白熱した試合が展
開されました。
　なお、優勝はクイーンズ、準優勝はベアーズ K でした。
　参加したチームの皆さん、また、競技運営にご協力いただい
たスポーツ推進委員の皆さん、大変お疲れ様でした。

　

先
日
開
催
さ
れ
た
「
ぴ
ゅ
あ
富
士
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

こ
の
企
画
は
、
男
女
共
同
参
画
と
い
う
も

の
を
男
性
の
視
点
か
ら
考
え
直
し
て
み
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　

講
師
の
広
岡
守
穂
先
生
は
、
ご
自
分
の
子

育
て
か
ら
の
体
験
か
ら
「
男
性
に
と
っ
て
の

男
女
共
同
参
画
」
と
題
し
て
、
お
話
し
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
男
女
共
同
参
画
は
、
国
際
社
会
が

一
致
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
で
あ

る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
先
進
国
に

は
先
進
国
な
り
の
問
題
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス
な
ど
）
が
あ
り
、
後
進
国

に
は
、
ま

だ
ま
だ
経

済
援
助
な

ど
の
問
題

が
あ
り
、

国
際
社
会

に
お
い
て

協
力
し
な

が
ら
取
り

組
ま
な
い

と
進
ま
な

い
課
題
が

多
い
と

い
う
こ
と

で
し
た
。

　

日
本
に
お
い
て
も
、男
女
の
経
済
格
差（
給

与
・
報
酬
な
ど
）
は
ま
だ
開
き
が
大
き
く
、

ま
た
、
社
会
的
地
位
（
会
社
の
社
長
・
役
職
、

議
員
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
欧
米
に
比
べ
る

と
、
は
る
か
な
隔
た
り
が
あ
る
と
説
明
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
は
男
女
の
感
覚
の
ズ
レ
が

大
き
な
要
因
だ
ろ
う
と
、
話
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　

例
え
ば
、ご
自
分
の
子
育
て
の
体
験
か
ら
、

子
育
て
の
苦
労
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
こ

と
だ
が
、
男
性
は
、「
育
児
は
母
親
が
行
な
っ

た
方
が
良
い
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
。
な
ぜ

な
ら
女
性
の
方
が
や
さ
し
い
し
、
子
供
は
母

親
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
で
、「
子
供
も
母

親
の
方
が
安
心
で
き
る
」
と
思
い
込
ん
で
い

る
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
男
性
も
立
派

に
子
育
て
が
出
来
る
ん
だ
と
主
張
し
、
女
性

も
同
じ
よ
う
に
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

い
か
に
日
本
の
男
性
の
子
育
て
が｢

い
い

と
こ
ど
り｣
と
言
わ
れ
る
か
を
、
ご
自
分
の

体
験
か
ら
説
明
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
男
女
の
格
差
を
生

む
要
因
だ
と
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

女
性
に
と
っ
て
こ
の
子
育
て
の
期
間
が
、

女
性
に
と
っ
て
の
「
自
分
育
て
」
が
出
来
な

い
時
期
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

人
生
に
お
い
て
い
か
に
自
分
を
向
上
さ
せ

る
か
、
そ
れ
が｢

自
分
育
て｣

で
あ
り
、
そ

れ
を
阻
害
さ
れ
る
「
も
ど
か
し
さ
」
を
子
育

て
の
時
期
に
女
性
は
感
じ
て
い
る
の
だ
そ
う

で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
は
「
自
分
育
て
の
チ
ャ
ン

ス
は
平
等
で
あ
る
」
が
、基
本
理
念
で
あ
り
、

「
仕
事
と
く
ら
し
の
両
立
」(

ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス)

に
関
わ
ら
な
い
と
意
味
を

な
さ
な
い
と
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
「
自
分
育
て
の
チ
ャ
ン
ス
」
に
お
け
る
男

性
の
感
覚
の
ズ
レ
を
考
え
直
し
、「
仕
事
と

く
ら
し
の
両
立
」
に
反
映
さ
せ
、「
よ
り
暮

ら
し
よ
い
社
会
に
な
る
よ
う
取
り
組
む
か
」

が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
と
お
話
し
さ
れ
ま

し
た
。

業務・募集人員　自動車運転手（１名）
申 込 受 付 期 間　４月１日（火）~ ４月１４日（月）（土・日を除く）　午前８時３０分 ~ 午後５時１５分
受 付 方 法　役場総務課窓口で直接受付。（申請書は役場総務課でお受け取りください。）
試 験 日 時　４月１９日（土）午前１０時（午前９時３０分から受付）
試 験 会 場　山中湖村老人福祉しあわせセンター
受 験 資 格　（１）昭和４４年４月１日以前に生まれた者で、普通自動車運転免許証を有する者
　　　　　　　　  （２）山中湖村内在住者または採用後山中湖村内に在住できる者

申し込み・問い合わせ　山中湖村役場　総務課　総務係　℡６２－１１１１

２０１４山中湖村ソフトバレーボール大会
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こくみんねんきんこくみんねんきん
●山中湖村役場　税務住民課

　　　　TEL ６２－９９７３

問い合わせ　日本年金機構　大月年金事務所　TEL ０５５４－２２－３８１１

国民年金学生納付特例制度のご案内

《所得の目安》１１８万円  ＋（扶養親族等の数 × ３８万円）
　

【初めて学生納付特例制度を申請する場合】
　学生納付特例制度を初めて申請する方は、山中湖村役場税務住民課窓口（あるいは国民年金事務所）
まで、学生証（または在学証明書）の写しと印鑑をお持ちの上、お越しください。

【国民年金学生納付特例の更新について】
　平成２５年度において学生納付特例制度により、保険料納付を猶予されている方で、平成２６年度も
引き続き在学予定の方へ、基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書を３月末に送
付しました。平成２５年度と同じ学校等に在学される方は、このハガキに必要載事項を記入し返送いた
だくことにより、平成２６年度も学生納付特例の申請ができます。この場合は、在学証明書または学生
証の写しの添付は不要です。
　平成２６年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望される場合は「納付書」を送付い
たしますので、お手数ですが下記の年金事務所にご連絡ください。

　２０歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。

　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料

の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。

　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学

校および各種学校（修業年限１年以上である課程）に在学する学生等で、ご本人の前年所得が次の計算

式で計算した金額以下であることが条件です。

　昨年度まで毎月第４火曜日に年金に関する相談を実施していましたが、今年度は５月以降に年４回ほどの実施

を予定しています。無料年金相談日が分かり次第、広報紙等を通じてお知らせいたしますので、ご利用ください。

無料年金相談について

ご協力をお願いします。

可燃物・不燃物
持込

・可燃物収集
通常業務

４月２８日（月）

休
昭 和 の 日

４月２９日（火）

休
憲 法 記 念 日

５月３日（土）

休
こ ど も の 日

５月５日（月）

休
み ど り の 日

５月４日（日）

可燃物・不燃物
持込

・可燃物収集
通常業務

５月１日（木）

可燃物・不燃物
持込

・可燃物収集
通常業務

４月３０日（水）

可燃物・不燃物
持込

・可燃物収集
通常業務

５月２日（金）

休
振 替 休 日

５月６日（火）

可燃物・不燃物
持込

・可燃物収集
通常業務

５月７日（水）

問い合わせ
　山中湖村クリーンセンター

　℡６２－５
ご み な し

３７４

ゴールデンウィーク中のごみ処理について
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税務だより税務だより税務だより税務だより税務だより税務だより税務だより税務だより税務だより税務だより
NO.128

山中湖村役場　税務住民課　TEL ６２－９９７２

　納期限を過ぎてから税金を納める場合には、その遅延した税額及び期間に応じて延滞金が加算されます。

　この延滞金は納期限内に納めた人との公平性を保つために加算され徴収するものです。

①村税に係る延滞金及び滞納処分について

②土地および家屋の価格
　等の縦覧について

　納期限を過ぎても納付されない場合、督促状が送付されます。督促状を発送した日から１０日過ぎても納付

されないときは、滞納処分の対象となります。

　当村では、山梨県地方税滞納整理機構と連携し、強制的に給与・不動産・自動車・預貯金・生命保険等の財

産の差押えを執行し、その財産をインターネット公売などにより換価し、滞納税額に充てております。

　また、場合によっては、職員が滞納者の自宅等を強制的に捜索して財産を差押え、搬出することも行なって

います。

延 滞 金 　納期限までに税金が完納されない場合には、納期限の翌日から納付の日までの日数に応じ、

　税額に次の割合を乗じて計算した延滞金がかかります。

　●納期限の翌日から 1 ヶ月を経過する日まで　→　年　４．３％（平成２６年１月以降２．９％）
　● 1 ヶ月を経過した日以降　　　　　　　　　→　年１４．６％（平成２６年１月以降９．２％）

悪質な滞納は絶対に
許しません！

　今月は、軽自動車税の納期限です。
納期限・口座振替日：４月３０日（水）

税金は納期限内に
納付しましょう！

■村税に係る延滞金加算について

■村税にかかる滞納処分　　差押え　→　公売　→　換価　→　充当

　身体または心身に障害のある方のために使用される軽自動車等で、一定の要件に該当する場合は、納税

義務者等の申請により軽自動車税を減免します。

　身体または心身に障害がある方が所有する軽自動車等（１８歳未満の場合、生計を共にする方が所有す

る軽自動車等を含む）で、通学・通院・通所、もしくは生活の為に運転する軽自動車は、軽自動車税の減

免が受けられます。（１人につき１台に限ります。）

　身体障害者手帳・戦傷病者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方が足がわりに使用す

る軽自動車、身体障害者などの方が利用するための構造を変更した軽自動車等について、納期限前７日ま
でに申請をすることにより軽自動車税が減免されます。（申請は毎年必要です。）

　下記のものを持参し、税務住民課にて届出を提出してください。

①身体障害者手帳（戦傷病者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳）　②軽自動車車検証　

③運転免許証　④届出者の印鑑　⑤納税通知書

③軽自動車税の減免について

■縦 覧 期 間　

　４月１日（火）～５月３０日（金）　 

　午前８時３０分～午後５時１５分（土日・祝日は除く）

■縦覧できる方　固定資産税の納税者である方
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４月の開館時間
午前９時３０分 ～ 午後９時 

休館日　４月３０日（水 )

コラム　その９3

　オープンデータあるいは
ビッグデータという言葉を
耳にすることが増えてきま
した。オープンデータは公的
な機関が収集している様々
なデータをいかに公開（オー
プン）し社会的な課題解決
に民間が参加できるかとい
う文脈で語られます。
　 ま た ビ ッ グ デ ー タ は、
ツ ィ ッ タ ー な ど イ ン タ ー
ネット上に日々大量に行き
交う情報から社会での出来
事の傾向などをとらえる文
脈で語られます。どちらに
しても、大量のデータ（数値
や言葉）から世の中で何が

起きているのか、その課題の
実態を把握し、課題解決やま
ちづくりなどに活かすことが
目的です。
　山中湖情報創造館には、そ
のように統計データに関する
図書、データを扱う専門家で
あるデータジャーナリストに
関する図書、またそれを視覚
化し表現するためのグラフ／
ダイヤグラム／インフォグラ
フィックスに関する図書など
をご用意しております。ビッ
グデータ／オープンデータに
よるまちづくりのアイデアづ
くりの場として、山中湖情報
創造館をご活用ください。

指定管理者館長　丸山 高弘

         情報創造館４月のイベントカレンダー　 　　　　   ☆お問い合わせは、お気軽にどうぞ。℡２０－２７２７
 日　付 曜　日 イベント名 対　象 申　込 費　用 時　間

☆毎週☆ 月 月曜日　こどもの時間 ☆小さなこどもの優先時間☆ 午前１０時～午後３時

☆毎週☆ 火 ＰＣサロン（パソコン教室）

どなたでも 要 要

午前１０時～１１時３０分

５日 土 ネイチャールーム「山中湖村の植物」 午後１時～３時

１２日・２６日 土 コールふじまりも 合唱練習 午前１０時～正午

２０日 日

フリーマーケット
どなたでも

－ －
午前１０時～午後３時

図書館でレゴ

おはなしタイム 小学生以下 午後２時～

３０日 水 　　　　　　　　　　　　　月　末 　 休　館　日

山中湖情報創造館
TEL：0555-20-2727 ／ FAX：0555-62-4000
E-mail：info@lib-yamanakako.jp
Web Site：http://www.lib-yamanakako.jp/

http://www.lib-yamanakako.jp/i/

＊イベント予定は天候等により変更することがあります。ご確認の上お出かけください。

　平成２５年度 
　第１０回蔵書点検結果報告
　点検対象資料数：５６，５７２点
　不明資料数　　：６点
　不明本率　　　：0.010％

ご協力ありがとうございました。

　　　　　　　  
　　

　２月１４日の豪雪災害において、山中湖情報創造館で
も臨時休館および時間短縮による開館など、ご不便をお
かけいたしました。関係各位の皆様、さらに社会福祉協
議会の募集による雪かきボランティアの皆様方のご助力
により、早期に通常開館することができました。
　この場を借りまして、お礼申し上げます。

満１０歳を迎えます！
　平成１６（２００４）年４月２５日に開館した山中湖情報創造館は、おかげ
さまで満１０歳を迎えることとなりました。ひとえに関係各位の皆様、村民の
皆様、利用者の皆様に支えられてのことと、感謝申し上げます。
　これからも公共図書館としてのサービスの充実をはかり、その名にふさわし
い情報と創造の場としての役割を担って参ります。今後ともご支援・ご協力、
そして何よりもご利用いただきますことを、お願い申し上げます。

平成２５年度利用統計より ( ３月７日現在）
◆年代別利用冊数　 ◆地区別利用冊数

41 歳～ 50 歳 12,930 冊 ①平野地区 12,432 冊
61 歳～ 70 歳 12,712 冊 ②山中地区 9,612 冊
31 歳～ 40 歳 10,185 冊 ③村別荘居住者 8,763 冊
51 歳～ 60 歳 7,352 冊 ④忍野村 6,829 冊
71 歳～ 4,171 冊 ⑤小山町 4,870 冊

雪かきのご支援、ありがとうございました。

閉館時間が午後９時になりました。

こどもの読書週間スペシャルクイズ
　４／２３( 水 ) ～５／１２( 月 )

「本がだいすき」「本のことだったら
まかせて」という君たち !!
スペシャルクイズに挑戦してみよう！

＊問題用紙は、
    絵本コーナーにあります。
＊正解者には、メダルカー
　ドをプレゼント！

　　　　　　　　

　　　　　　　　文学の森　4 月のネイチャールーム
「山中湖村の植物」

フォッサ・マグナ、襲速紀 ( そはやき ) 要素
の植物

4 月 5 日 ( 土 ) 午後 1 時～
インストラクター 　野口光男さん

＊保険代２０円 ／参加自由／要申込
＊カメラ・軍手・筆記用具などは、　各自で
　お持ちください。
＊天候により中止・延期の場合があります
　ので、ご確認の上、ご参加をお願いします。
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　企画展は全て徳富蘇峰館にて開催中です。「三島由紀夫企画展」では、作品の原稿を中心に絵画・写真・書簡
など貴重な資料を多数展示しています。村民の皆さんもぜひ見に来てください。ご来館をお待ちしております。

　最初の短篇小説『酸
すかんぽう

模』を学習院雑誌「輔
ほ じ ん か い

仁会雑
誌」に発表。小説『彩

だ み え が ら す

絵硝子』、戯曲『東の博士た
ち』などが掲載されると、周囲からも注目を集め始
め、文芸部委員となった三島は、「輔仁会雑誌」の編
集にもかかわるようになります。上級生の坊

ほうじょうとしたみ

城俊民
や東

あずまふみひこ

文彦も三島の才能を認め、お互いに刺激を受け、
影響を受けながら親密な交友関係を築いていきまし
た。１４歳の時に生涯を通じての師となる清水文雄
と出会い、１６歳で小説『花ざかりの森』を書き上げ、
初めて三島由紀夫のペンネームを使います。この作
品は、清水の推薦で雑誌「文藝文化」に掲載されま
した。作家三島由紀夫が誕生した瞬間でした。

　

三
島
由
紀
夫
の
作
家
と
し
て

の
資
質
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た

学
習
院
時
代
。
三
島
は
、
六
歳

か
ら
十
九
歳
ま
で
初
等
科
・
中

等
科
・
高
等
科
の
十
三
年
間
を

「
学
習
院
」
で
学
び
ま
し
た
。

　

特
に
、
三
島
由
紀
夫
に
と
っ

て
中
等
科
時
代
は
、
平ひ
ら
お
か
き
み
た
け

岡
公
威

か
ら
三
島
由
紀
夫
へ
と
移
っ
て

い
く
重
要
な
時
期
で
し
た
。
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山中湖村教育委員会　TEL ６２－３８１３教育委員会だより № 44

　平成２６年度がスタートしました。今年度の小中学校や社会教育・社会体育の主な行事を紹介します。

　なお、都合により内容および期日が変更になることもありますので、あらかじめご了承ください。

　村民の皆様には、常日頃、教育委員会の運営に対するご理解とご協力ありがとうございます。

　本年度もよろしくお願いいたします。

平成２６年度　山中湖村教育委員会の主な行事予定
４月 ５月 ６月

★学校関係
　小中学校　入学式 　４日
　小中学校　始業式 　７日
　中学　PTA 総会 　１７日
　東小　PTA 総会 　２３日
　山小　PTA 総会 　２４日
　
▼社会教育関係
　文化協会理事会・総会

■社会体育関係
　体育協会理事会・総会
　チャレンジウルトラランニング   ２０日
　スポ少総会

★学校関係
　心肺蘇生法講習会（教員）

■社会体育関係
　南都留スポ少理事会
　南都留町村体育協会連絡協議会総会
　

★学校関係
　中学　総合体育大会  １２日

■社会体育関係
　プール一般開放
　常会別ソフトボール大会
　郡体育祭
　村民ゴルフ大会

７月 ８月 ９月

★学校関係
　小・中学校　夏休み  ２４日～

▼社会教育関係
　夏の生活指導打合せ会
　陶芸体験教室
　地引き網体験教室
　選書ツアー 
　三島由紀夫文学館イベント
　能楽教室

■社会体育関係
　プール開放
　南都留地区スポ少総会
　南都留郡体育祭り
　ヨット教室
　サッカー教室

★学校関係
　小・中学校　始業式  ２２日

▼社会教育関係
　南都留地区リーダーキャンプ
　学校俳句大賞
　ヴァンフォーレ甲府サンクスデー  ２３日
　
■社会体育関係
　プール開放
　水泳教室
　ヨット教室

★学校関係
　小・中学校防災訓練　 1 日
　東小　運動会　　　　８日
　中学　からまつ祭　１０日・１１日
　山小　運動会　　　１３日

■社会体育関係
　山梨県体育祭り
　ソフトボール選手権大会
　体力・運動能力調査

１０月 １１月 １２月
★学校関係
　就学児健診
　中学　新人戦               １０日～
　中学　マラソン大会  ２８日
　山小　しらかば祭      ３１日

▼社会教育関係
　山中湖村文化祭
　三島由紀夫レイクサロン
　選書ツアー

■社会体育関係
　山中湖村民体育祭   １日
　地域スポーツ指導者講習会

★学校関係
　東小　学習発表会  ７日

■社会体育関係
　広域スポーツフェスティバル

★学校関係
　小・中学校　冬休み  ２５日～

▼社会教育関係
　成人式打合せ会

■社会体育関係
　総合型スポーツクラブ　スケート教室

１月 ２月 ３月
★学校関係
　小・中学校　始業式　１４日
　東小　入学説明会　　２９日

▼社会教育関係
　山中湖村成人式

■社会体育関係
　カーリング体験教室

★学校関係
　山小　入学説明会　５日
　中学　入学説明会　５日

▼社会教育関係
　山中湖俳句大賞

■社会体育関係
　山中湖村スケート大会
　県体育祭りスケート大会

★学校関係　
　中学校　卒業式　　１１日
　小学校　卒業式　　２０日
　小中学校　修了式　２５日

■社会体育関係
　ソフトバレーボール大会
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詳しくは、広報Ｈ 26 年 3 月号参照

◆場　　所　山中湖村山中１６５０番地（花の都公園敷地内） 

◆料　　金　１区画　１５，０００円 （消費税込み）

　　　　　　（畑使用料・指導料・農機具等使用料・特典含む） 

◆貸出期間　４月１日（火）～１１月３０日（日） 

◆貸出区画　２８区画（ 1 区画面積１０坪≒３５㎡ ）

　  花の都公園
　　１０坪農園

　新規利用者募集中！

　今年で３回目を迎えたウルトラトレイル・マウントフジ（UTMF）。世界文化遺産
に登録された富士山の周りの山岳地帯をぐるっと１００マイル（１６１km）走破す
る大会で、４月２５日から３日間に渡って開催されます。
　富士河口湖町を出発し、忍野村から山中湖村へ入り、
４月２５日午後６時頃から１１時頃にかけて約１，３００

名のランナーが石割山（登山道）から交流プラザきらら（エイドステーション）を通
過します。沿道でランナーを見かけた際には、ぜひ温かいご声援をお願いします。

　　ウルトラトレイル・マウントフジ　４月２５日（金）ランナーが通過します！　

花の都公園   春のイベント『春の息吹』　４月２６日（土）～５月２５日（日）

■イベント予定
　◇１０万本のチューリップ畑　４月下旬～５月上旬

　　開花時期は、天候等により前後する場合があります。

◇清流の里ライトアップ
                       　（明神の滝・岩清水の滝・三連大水車）

　５月３日（土）～５月６日（火）午後６時点灯

◇春花火　５月３日（土）・４日（日）・５日（月）

　　　　　 午後８時打ち上げ
　　　　　（予定日のいずれかが荒天等により中止と　

　　　　　  なった場合、５月６日（火）に打ち上げます。）

　◇２０万株のネモフィラガーデン　５月上旬～６月中旬

　　　開花時期は天候等により前後する場合があります。

　◇クマガイソウ見学ツアー　５月１７日（土）～２５日（日）

　　　クマガイソウや園内の自然をネイチャーガイドとともに見学するツアーです。

■開 園 時 間　午前８時３０分～午後５時３０分（※５月３日から６日は、午後９時閉園）

■村民の皆様へ　村民証の提示で入園料・駐車料が無料となります。ぜひ、お越しください。　

問い合わせ　花の都公園　℡６２－５５８７

　かねてから富士吉田警察署に要望していた村内のスクールゾーンの時間帯が、下記のとおり住民の生活に
沿った時間帯に変更になりました。

　　　　　　　　（旧）　午前７時３０分 ～ ９時３０分　　　　／　　午後 ２時～ ４時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　↓　　　　
　　　（新）午前 ７時３０分～ ８時３０分　 ／　午後 ３時～ ４時
　皆様のご理解とご協力をお願いします。
　なお、この時間帯にやむを得ず通行される方は、「通行禁止道路通行許可」を取得されますようお願いします。

　問い合わせ　富士吉田警察署　交通課　℡２２－０１１０ 　

スクールゾーンの時間帯が変わりました！
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ＹＡＭＡＮＡＫＡＫＯ　ＣＯＭＭＵＮ IＴＹ　ＰＬＡＺＡ　ＫＩＲＡＲＡ

山中湖交流プラザきらら　℡ 20-3111

【申し込み・問い合わせ】山中湖交流プラザきらら内　スポーツ部門・スポーツ教室担当スタッフ

　　　　　　　　　　　　　　　℡２０－３１１１　Fax ２０－３１１２

【申し込み・問い合わせ】　ＮＰＯ法人富士山自然学校（山中湖交流プラザきらら内）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL　２０－３１１１　　FAX　２０－３１１２

※参加定員は３０名で、費用は無料です。
※雨天等によりツアーを中止することがありますので、
　ご了承ください。

山中湖エコウォーク　みさき散策コース

　「交流プラザ」から「みさき」までの湖畔沿いを歩き、

早春の植物などを観察します。みさきのブナの森では、

林床に広がるヤマエンゴサクの群落が見事です。

日 時：　４月１９日（土）

　　　　　　午前９時３０分～正午ごろ

集合場所：　山中湖交流プラザきらら管理棟

持ち物等：　飲み物、軍手、湖畔を歩きます

　　　　　　ので長靴着用

事前申し込み：４月１５日（火）まで

　　　　　　　（傷害保険加入のため）

湖畔清掃ボランティア募集！

　春の行楽シーズンを前にして、撫岳荘前浜～

きらら浜の間で湖畔清掃活動を行ないます。

　清掃終了後、時間があれば、この時期に行な

われているワカサギの養殖も見学したいと思っ

ています。

　２０１４  きららスポーツ教室　プログラム（４月～６月）

　※所定の申し込み書があります。

　また、詳しい内容につきましては、交流

プラザきらら・スポーツ教室担当スタッフ

まで、お気軽に下記までお問い合わせくだ

さい。

　  　
教室名 曜日 時　間 内　容

１ ベーシックヨガ  月
13：30 ～
14：45

ヨガの深い呼吸で心を和らげ、
自然の流れにあわせて体を動
かしていきます。首や肩、背
中のコリを解消し、股関節、
骨盤のゆがみ矯正にも効果が
あります。

２ 吹き矢 水
10：00 ～
 正午

腹式呼吸で行なうため、内臓
の活性化に効果があります。

３

らくらくエクササイ
ズ＆ウォーキング

木
13：30 ～
14：30

簡単なエクササイズと気軽に
有酸素運動ができるウォーキ
ングを組み合わせたプログラ
ムです。　NEW スポーツ

４ リフレッシュ・
エクササイズ 木

19：30 ～
21：00

ピラティスでインナーマッス
ルを活性化させ、エアロビク
スで楽しく有酸素運動を行な
います。

教室名 曜日 時　間 無料体験会

１ 太極拳  月
19：00 ～
20：00

5 月 12 日（月）

２ バレエ
ストレッチ 水

19：30 ～
20：30

５月 7 日（水）

３ 大人のバレエ 金
18：45 ～
19：45

５月９日（金）

 キッズプログラム　４月２６日受付開始 　
教室名 時　間 日　程（全６回） 無料体験会

１ キッズ・バレエ
（幼児）15：40 ～ 16：40

（児童）16：50 ～ 17：50
5 月 14 日・21 日
6 月 4 日・11 日・18 日・25 日 5 月７日（水）

日 時：　４月２７日（日）
　　　　　　午前９時～正午ごろ
集合場所：　山中湖交流プラザきらら管理棟
持ち物等：　ハイキングができる服装で、飲み物・
　　　　　　雨具をご用意ください。
事前申し込み：４月２１日（月）まで
　　　　　　　（インストラクター手配のため）

通常プログラム（月に３回程度）　
４月６日受付開始

短期プログラム（全５~ ６回）　
４月６日受付開始
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NO,114子育て通信

 つどいの広場　４ 月の イベント情報

開催日 事業名 時間 内　容

７日（月）平成２６年度　つどいの広場
開設スタート 午前１０時３０分～ 新しい年度のスタートです。たくさんの方に利用して

いただき、お友だちを作りましょう！

１１日（金）山中保育所　園庭開放 午前９時～１１時 山中保育所の広い園庭で親子一緒に遊べます。

１６日（水）英語で遊ぼう！ 午前１１時～ ネイティブな英語に触れ、親子で英語に親しみましょう。

１８日（金）
絵本の読み聞かせ会
森の中の絵本館　石井さん

午前１１時１５分～ 森の中の絵本館からのお届けです。やさしい語りかけ
で、絵本の楽しさを紹介してくれます。

２１日（月）山中保育所　園庭開放 午前９時～１１時 山中保育所の広い園庭で親子一緒に遊べます。

２５日（金）
身体測定
情報創造館館長さんの
絵本の読み聞かせ会

午前１１時～
測定は時間中なら、いつでもできます。
情報創造館の館長さんによる、お薦めの絵本の紹介や
楽しいお話し会も開催しています。

３０日（水）誕生日会 午前１１時３０分～
４月生まれのお友だちをお祝いします。ランチ参加者
は１品持ち寄り日です。みんなで１品持ち寄ってワイ
ワイ食べましょう。

　遊びの広場をご存じですか？
　村では、小さなお子さんと保護者にとっての出会いや、ふれあいの場として、また気軽
に子育ての相談ができる場として「つどいの広場」を開設しています。
　妊婦さんをはじめ、０歳からのお子さん、そして、おじいさんやおばあさんもお孫さん
とご一緒に、ぜひお越しください。

　　　　　一時保育のご利用について
　村では、つどいの広場の事業の他に、保育所入所前の、
在宅での子育てを応援する「一時保育」を行なっています。
　「一時保育事業」は、お子さんが１歳のお誕生を迎える
と、希望の保育所（山中保育所・平野保育所）で利用で
きます。すでに登録されている方も、年度が変わると新
しい登録が必要となります。
　通院・冠婚葬祭・その他の諸事情での外出、仕事が忙
しい時、リフレッシュしたい時など、保育所で一時お預
かりいたしますので、ご利用ください。
　お問い合わせは、下記までお願いします。

つどいのひろばは　 みんなのひろば　 いっしょにあそぼうね！

　
平野保育所・園庭開放について

　
　４月はお休みさせていただきます。
　５月から毎日（土日祝日は除く）の午
前９時から１１時まで園庭を開放します
ので、広いお庭で遊びましょう。
　行事等の都合で、ご利用できないこと
もありますので、事前に確認してからお
越しください。

　
「子育てがツライ」と、ひとりで悩まずに、気軽に相談してください！

　「子育ての悩みを聞いて欲しい」「子ども同士で遊ばせたい」「子どもと遊びたいが、遊び方が分からない」
「ママ友達が欲しい、話がしたい」など、ひとりで悩まずに気軽に相談してください。

　「山中湖村子育て支援センター」では、電話や来所による相談を受け付けています。ファックスによる相
談にもお応えしますので、ご利用ください。（詳細は村ホームページお知らせ欄掲載）
　また、山中保育所・平野保育所でも所長が相談に応じていますので、下記までお問い合わせください。

　つどいの広場  開設日　｢ 毎週 　月・水・金曜日 ｣
　　                   　　午前９時から午後４時まで

　【問い合わせ】
　山中湖村子育て支援センター（つどいの広場）　℡６２－２０１０

　山中保育所　℡６２－０１７９　fax ６２－２１００／平野保育所　℡６５－８５４２　fax ６５－６１４１
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＜集金方法＞
　　　※　組長が、集金に伺います。
　　　※　組に加入していない方の一般会費は、１０月以降集金にお伺いします。
　　　※　各組員は、一般会員か賛助会員のどちらかの加入になっています。
　　　※　賛助会員の口座振替は、６月１０日（火）です。　　　

　４月の予定
日にち 曜日 内　　容

１ 火 理事会
１・８・１５・２２ 火 給食サービス（ひとり暮らし等）※２９日はお休み

１１ 金 おむつ配布サービス
１８ 金 いきいきサロン
中旬 ー 区長・区長代理・組長初会合（社協会費について説明）

下旬 ー 山中・長池・旭日丘地区・一般会費（常会未加入を除く）
および賛助会費（口座振替を除く）の集金

  山中湖村社会福祉協議会
　山中湖村平野１４５０
　  TEL ２８－１０１４
　  FAX ２８－１０１５

社会福祉

法　　人

ふれあいネットワーク

山中湖村社会福祉協議会

平野地区以外の皆さん、社協の会費の納入をお願いします。

　村社会福祉協議会では、大雪対策のため２月１９日（水）に災害
ボランティアセンターを開所しました。ひとり暮らしの高齢者、高
齢者夫婦世帯等、雪かきが出来ず生活に支障がある方を対象に支援
を行ないました。村民ボランティアが多く集まり、次々に困ってい
るお宅の雪かき支援をしてくださいました。２月２８日（金）には、
雪かきも落ち着き、災害ボランティアセンターを閉所しました。
　ボランティアの皆さんご協力、本当にありがとうございました。

平野地区は、すでに一斉常会で集金させて頂きました。ありがとうございました。

　　  ４月は、  一般会費と賛助会費（口座引落を除く）を集金させていただきます。

                              
一般会費　：　１口　１，２００円　各世帯

　　　　　　　賛助会費　：　１口　３，０００円　企業・商店・団体等　 社会福祉協議会は
多くの会員の皆さ
んに支えられてい
ます。

１０日間の活動実績
活動件数（延べ）　　　 ３２件
ボランティア人数（延べ）７３名

H26.2.14 からの大雪被害   災害ボランティアセンター活動の様子

　　ボランティアさん大活躍！感謝の声がたくさん届きました。
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〇捕獲
　山梨県特定鳥獣保護管理計画に基づき、イノシシ、ニホンジカの

管理捕獲を行っています。狩猟期間（１１月１５日から３月１５日）

と夏季（７月から８月）を除く通年、村内全域において、山中湖村猟友会

と合同で主にニホンジカの捕獲を行なっています。村では原則、毎週水曜
日に捕獲を行なっていますので、山林等へ立ち入る際はご注意ください。

〇被害防除
　鳥獣による被害は捕獲だけでは解決しないので、被害防除についてのア

ドバイスを行なっています。被害があった際は現地に向かい、その場に合っ

た対処方法をアドバイスしています。

〇追い払い
　山中湖村には定住しているニホンザルは確認されていないのですが、ほ

ぼ毎年、群れからはぐれたと思われるニホンザルの出没があります。定住

を防ぐために、エアガン等を使用し追い払いを行なっています。

☆私たちのチームは、捕獲や被害防除、生息環境管理活動等を行なってい

    きながら、狩猟以外の捕獲（管理捕獲や有害捕獲）ゼロを目指しています！

担当課・問い合わせ　生活産業課　産業振興係　℡６２－９９７８

山 中 湖 村 鳥 獣 被 害 対 策 実 施 隊 の 活 動 に つ い て
　山中湖村では、山中湖村鳥獣被害防止計画に基づき、鳥獣被害対策チームを結成しています。

　現在のチーム構成は、狩猟免許を有する若手役場職員７名で、

野生鳥獣に関する知識や捕獲技術等を学びながら、主に以下の

活動を行なっています。

畜犬登録および狂犬病予防注射の実施について

集合予防注射日程

※生後９０日以上の犬を飼う場合には、畜犬登録と狂犬病予防注射が義務付けられています。
また、予防注射については毎年実施となります。
本年の集合予防注射は、下記のとおりですので必ず接種してください。

◇料金：　右記日程での予防注射代金は、注射代２，９５０円
　　　　（※）＋済票代５５０円の合計３，５００円になりま
　　　　す。（※注射代について、消費税改正のため金額が
　　　　変わっています。）
　　　　　なお、新規登録については登録料金が３，０００円
　　　　です。
◇当日：　通知ハガキと昨年の注射済票を持参してください。
　　　　　つり銭が出ないよう、ご協力ください。
◇義務：　犬が死亡したり飼主が変わった場合、または犬の
　　　　所在地が変わった場合などは、３０日以内に役場に
　　　　届け出る義務があります。
　　　　　また、毎年１回の予防注射は法律による義務です
　　　　ので、集合予防注射の際実施できない場合は、獣医
　　　　のもとで注射を接種し、環境衛生課で済票の交付手
　　　　続きを行なってください。

４月１４日（月）

４月１５日（火）

山中湖村公民館　　　　　　9：00 ～ 11：00

長池コミュニティセンター　11：10 ～ 11：40

平野コミュニティセンター　13：00 ～ 14：00

穴水ＧＳ横村営駐車場　　　14：20 ～ 15：00

山中湖村役場　　　　　　　9：00 ～ 10：00

平野コミュニティセンター　10：30 ～ 11：30

捕獲わな設置

ニホンジカ管理捕獲

　平成 25 年管理捕獲開始式

問い合わせ　山中湖村クリーンセンター　TEL ６２－５３７４
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■
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児
健
康
相
談

日
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４
月
２
日
（
水
）

受
付　

午
後
１
時
30
分
～
１
時
45
分

対
象　

平
成
25
年
４
月
、
９
月
、　　

　
　
　
　
　
　
　

  

12
月
生
ま
れ

場
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村
老
人
福
祉
し
あ
わ
せ
セ
ン
タ
ー

■
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

交
付　

毎
週
木
曜
日

時
間　

午
前
８
時
30
分
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午
後
５
時
15
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※
都
合
の
悪
い
方
は
、
事
前
に
保

　
　
　

健
師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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所　

い
き
い
き
健
康
課
窓
口

問
い
合
わ
せ　

役
場
い
き
い
き
健
康
課

　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
９
９
７
６

お
知
ら
せ
・
催
し
・
募
集

yamanakakoi
n
fo

rm
a
tio

n
n
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a
tio

n

　

い
き
い
き
健
康
課
か
ら

　
　
　

お
知
ら
せ

恩
賜
林
組
合
か
ら
お
知
ら
せ

■
森
林
体
験
ウ
イ
ー
ク

日　

時　

４
月
26
日
（
土
）
～

　
　
　
　

５
月
４
日
（
日
）

場　

所　

恩
賜
林
庭
園

内　

容

　

生
産
物
販
売
（
キ
ノ
コ
類
・
木
工
品
・

花
）・
森
林
体
験
（
自
然
体
験
会
・
収

穫
体
験
・
寄
せ
植
え
教
室
・
ク
ラ
フ
ト

工
作
等
）・
林
業
機
械
展
示
・
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
展
示
等

※
詳
細
は
、
恩
賜
林
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（http://w

w
w

.onshirin.jp/

）

問
い
合
わ
せ

　

恩
賜
林
組
合　

森
林
文
化
課　

　
　
　
　
　
　

℡
（
２
２
）
３
３
５
５

　

環
境
イ
ベ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
ま
で
通
り
実
施
し
ま
す
。

　

①
～
③
と
⑤
に
つ
い
て
は
、
費
用
は

無
料
で
す
。

　

ま
た
、
①
～
③
の
場
所
は
富
士
山
科

学
研
究
所
で
行
な
い
ま
す
。

　

各
イ
ベ
ン
ト
の
詳
し
い
問
い
合
わ
せ

は
下
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

①
山
野
草
写
真
展

日　

時　

４
月
26
日(

土)

～

　
　
　
　

６
月
８
日(

日) 

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

対　

象　

ど
な
た
で
も

②
も
り
の
お
は
な
し
か
い

　

～
絵
本
の
読
み
き
か
せ
～

日　

時　

４
月
13
日(

日)

　
　
　
　

午
前
の
部
10
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
の
部
２
時
～　

　
　
　
　

所
用
時
間
１
回
約
40
分

対　

象　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

③
森
の
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

日　

時　

４
月
26
日(

土)

～

　
　
　
　

５
月
６
日(

火) 　

　
　
　
　

午
前
10
時
～
・
午
前
11
時
～

　
　
　
　

午
後
１
時
～
・
午
後
２
時
～

　
　
　
　

午
後
３
時
～
（
１
日
５
回
）

所
要
時
間　

１
回
約
50
分

対　

象　

ど
な
た
で
も

内　

容

　

研
究
所
周
辺
の
動
植
物
の
様
子
や
富

士
山
の
成
り
立
ち
な
ど
を
、
ガ
イ
ド
が

説
明
し
な
が
ら
、
一
緒
に
森
の
中
を
歩

き
ま
す
。

申
し
込
み　

不
要
（
た
だ
し
10
名
以
上

の
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

④
春
の
自
然
と
山
野
草
観
察
会

日　

時　

５
月
18
日(

日) 

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場　

所

　

富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財

産
保
護
組
合
有
地
の
北
富
士
演
習
場
他

対　

象

　

県
内
の
小
学
生
以
上

  （
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

※
昨
年
の
参
加
者
は
不
可

費　

用　

入
山
鑑
札
料
と
し
て

500
円

（
上
暮
地
を
除
く
富
士
吉
田
市
、
内
野

を
除
く
忍
野
村
、
山
中
湖
村
に
お
住
ま

い
の
方
は
無
料
。）

定　

員　

25
名　

内　

容

　

春
の
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、
山
野

草
を
採
取
・
同
定
し
特
徴
を
学
び
ま
す
。

申
し
込
み
開
始

　

４
月
18
日(

金)

午
前
９
時
か
ら　

電
話
ま
た
は
来
所
に
て
。

⑤
野
鳥
観
察
会

日　

時　

５
月
31
日(

土) 

　
　
　
　

午
前
８
時
～
11
時
30
分

場　

所

　

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所
周
辺
の

森
お
よ
び
パ
イ
ン
ズ
パ
ー
ク

対　

象

　

県
内
の
小
学
生
か
ら
成
人

  （
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

※
昨
年
の
参
加
者
は
不
可

定　

員　

24
名

内　

容

　

富
士
北
麓
の
留
鳥
を
中
心
と
し
た
野

鳥
の
観
察
会
を
行
な
い
、
野
鳥
の
生
態

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

申
し
込
み
開
始

　

４
月
30
日(

水)

午
前
９
時
か
ら　

電
話
ま
た
は
来
所
に
て
。

問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
（
旧 

山
梨
県
環
境
科
学
研
究
所
）

　
　

環
境
教
育
・
情
報
担
当

　
　
　
　
　
　

℡
（
７
２
）
６
２
０
３

　

山
梨
県
環
境
科
学
研
究
所
は
、
４
月
１
日
か
ら

「
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所
」
に
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

南
都
留
中
部
商
工
会

　
　
　
　

記
帳
相
談
日

日
時　

４
月
17
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
　
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所　

南
都
留
中
部
商
工
会　

事
務
室

対
象　

個
人
事
業
者

問
い
合
わ
せ　

南
都
留
中
部
商
工
会

　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
０
９
４
０

山
中
湖
村 

行
政
相
談
日

　

役
場
・
官
公
庁
の
仕
事
で
困
っ
た
こ

と
、
知
り
た
い
こ
と
は
何
で
も
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
25
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　

山
中
湖
村
役
場

相
談
員　

高
村
道
男
氏
、
羽
田
絋
明
氏

問
い
合
わ
せ　

　

山
中
湖
村
役
場　

総
務
課

　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
１
１
１
１



(25) 広報 やまなかこ２０１４. ４月号

　富士北麓公園　春期スポーツ教室　４月１０日（木）から受付開始！

エンジョイ
グラウンドゴルフ

10：00
～

11：30
火 4/15.22              

5/13.20     
１回

300 円
20 人

陸上競技場

　　　　他
誰もが気軽に参加でき、設定されたコ
ースを回ることができます。

★１日単位で開催される教室★

教室名 時間 曜日 開催日 参加料 定員 会場 内　容

ヒップホップ
19：00

～
20：30

月 5/12.19.26 
6/2.9.16.23.30

各教室
1 期（８回）

4,000 円

20 人 体育館
２Ｆ体育室

基本的なステップから始めます。
さぁ～ダンスを楽しみましょう！

ビューティー　
ペルヴィス R

10：00
～

11：30
火

5/13.20.27      
6/3.10.17.24     
7/1

20 人 体育館
２Ｆ体育室

全身を動かすことで、ペルヴィス（骨盤
調整）を行ない、楽しみながら正しい姿
勢になりダイエット効果も抜群です。

ピラティス
19：30

～
21：00

水 5/7.14.21.28      
6/4.11.18.25    20 人 体育館

２Ｆ体育室

身体の深部の筋肉（インナーマッスル）を
意識し行ないます。姿勢改善・健康保持
など様々な悩みの解決を目的とします。

ベーシックヨガ
（昼コース）

10：00
～

11：30
木 5/8.15.22.29      

6/5.12.19.26       40 人
体育館
サブアリー
ナ

呼吸と瞑想を通じて身体のバランスを整
え、心身共にリラックスした健康的な身
体づくりができます。ベーシックヨガ

（夜コース）
20：00

～
21：30

金 5/9.16.23.30      
6/6.13.20.27       20 人 体育館

２Ｆ体育室

★８回１期の開催★

 　　　　　 【申し込み】　受 付 期 間　４月１０日（木）から定員になり次第、締め切ります。
　　　　　　　　　 　　 受 付 時 間　午前９時～午後５時
　　　　　　　　　 　　 受 付 方 法　電話または窓口　※一人で複数人 ( 他の人）の申し込みはできません。
　　　　　　　　　 　　 必 要 事 項　氏名、年齢、性別、住所、電話番号他　　　　　

問い合わせ　公益財団法人　山梨県体育協会　富士北麓公園管理事務所　℡２４－３６５１

テーマ例

　・季節にあった山中湖村の風景、イベント、行事、観光 ,、

　　歴史や文化、くらしを感じる写真

　・人が何かを楽しんだり、頑張っている姿など、希望や

　　元気をもらえる写真

　◆応募資格（プロアマ、年齢性別は問いません）

　・山中湖村在住、在勤、在学、別荘等をお持ちの方

◆応募規定

　・山中湖村内で撮影したもので、自作かつ未発表のもの。　

　　（合成写真、組写真、画像加工したものは除く。）

　・毎月の応募点数は１人５点までとします。

　・人物が写っている場合は、その人物の掲載許可を得て

　　いること。

◆応募方法

　申し込み書（役場配布、ホームページでダウンロード）

に必要事項を記入の上、写真データをメモリ等の外部記憶

媒体に収めて持参するか、電子メールで送付してください。

（記憶媒体は返却いたします。また、メールの場合は５ＭＢ

以内の受付となります。）

◆応募締切

　・毎月１０日まで（土日祝日の場合は、直前の平日まで。）

◆選考方法

　・役場内で審査の上、採用作品を決定いたします。

　　ただし、採用者への賞金や賞品はありません。（採用が

　　ない場合もあります。）

　・選考基準については、村にご一任いただきます。

　・採用の場合は内容確認のためご連絡いたします。

◆その他

　・採用作品に関する著作権等一切の権利は、村に帰属します。

　・この募集において取得した個人情報は、本目的以外に     

　　使用しません。ただし、掲載する際は、採用者のお名

　　前を公表します。

　・作品の権利等で、第三者から受けた苦情等については、

　　すべて応募者で対応するものとします。

　・応募にかかる費用は応募者の負担といたします。

　　　詳細については、下記までお問い合わせいただくか、

　　村ホームページをご覧ください。

　あなたが撮った写真で表紙を飾りませんか？

　毎月 1 日発行の「広報やまなかこ」の表紙の写真を公募します。

申し込み・問い合わせ　山中湖村役場　企画まちづくり課　情報管理係　℡６２－９９７１
　　　　　　　　　　　   　　　　　　　  E-Mail：kouhou@vill.yamanakako.lg.jp　



４

立入日 ＝ 北富士演習場立入許可日（４月の立入日につきましては、防災無線およびホームページでお知らせします。）

午前 a.m．／ 午後 p.m．

可燃物・不燃物・PET ボトル収集日＝ a.m. ８：３０までに指定の場所に出してください。
図書館 = 山中湖情報創造館 開館時間（ a.m. ９：３０～ p.m. ９：００)

持込（可燃・不燃）＝クリーンセンターへ直接搬入可能日（ a.m. ９：００～１１：００ 　p.m. １：００～４：００ ）　

戸籍の窓  ２月届出分（敬称略）

   

氏
　
名
　
　
　
　    

保
護
者

   

高
村
　
奈な

な那
　
　
　
　
剛

お
め
で
と
う（
誕
生
）

月の行事予定

2 0 1 4 C A L E N D A R

Lake Yamanakako

氏
　
名
　
　
　    

歳
　
届
出
人

長
田
ゆ
き
江
　
　

（99）
　
盛
行

羽
田
　
行
男
　
　

（72）
　
敏
行

天
野
は
な
子
　
　

（89）
　
清
彦

長
田
　
孝
夫
　
　

（74）
　
明
彦

高
村
　
文
七
　
　

（86）
　
文
彦

お
く
や
み
（
死
亡
）

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

氏
　
名
　
　
　
　  

地
区
名
　

坂
本
　
和
也
　
　

宮
野
　
綾
子
　

｝　
　
山
中

長
田
　
忠
一
　
　

長
田
由
美
江
　
　
｝　
　
平
野

大
森
　
貞
之
　
　

中
村
ゆ
か
り
　
　
｝　
　
山
中

山中湖村の人口と世帯
平成 26 年３月 1 日現在（　）は前月比

総人口……5,903 人（－ 2 人）
　　　　　内外国人 124 人（＋ 2 人）
　男　……2,948 人（－ 3 人）
　女　……2,955 人（＋ 1 人）
世　帯……2,302 世帯（－ 1 世帯）

「広報やまなかこ」は資源保護とリサイクル促進のため再生紙を使用しています。

四季新鮮
　出あい感動

日　SUN 月　MON 火　TUE 水　WED 木　THU 金　FRI 土　SAT

1仏滅 2大安 3赤口 4先勝 5友引

      不燃物収集日
　  持込（可燃のみ） 

乳児健康相談（P24）
元気教室（長池）

　   可燃物収集日
　   持込（可・不燃）

元気教室（平野）

　 ＰＥＴ収集日
      可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

小・中学校入学式

       可燃物収集日
　   持込（可・不燃）

ネイチャルーム（P16 )

6先負 7仏滅   8大安   9赤口   10先勝   11友引   12先負

　

小・中学校１学期
始業式

       可燃物収集日
       持込（可・不燃）

    
　 
　 不燃物収集日
　 持込（可燃のみ） 

元気教室（長池）
     

　可燃物収集日
    持込（可・不燃）

元気教室（平野）
　 

      可燃物収集日
　  持込（可・不燃）

　 

　 可燃物収集日
　  持込（可・不燃）

コールふじまりも
（P16）

  13仏滅   14大安   15赤口   16先勝   17友引   18先負   19仏滅

北富士演習場火入れ
（P10）

畜犬登録および狂犬
病予防注射（P23）
　

　  
       可燃物収集日
       持込（可・不燃）

畜犬登録および狂犬
病予防注射（P23）

　  不燃物収集日
　  持込（可燃のみ）

元気教室（長池）
  

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

元気教室（平野）
記帳相談日（P24）

      ＰＥＴ収集日
      可燃物収集日
　  持込（可・不燃） 

地域リサイクル役場
a.m.9:00 ～ 11:00

     可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

  20大安     21赤口   22先勝    23友引    24先負   25仏滅   26大安

北富士演習場火入れ
（予備日）

フリーマーケット・
図書館でレゴ・おは
なしタイム（P 16)　

   
   

  可燃物収集日
     持込（可・不燃 )

      
       不燃物収集日
　  持込（可燃のみ）

元気教室（長池）
こども読書週間
～ 5/12（P16） 

     可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

元気教室（平野）

      
       可燃物収集日
　  持込（可・不燃）

行政相談日（P24）
　 ウルトラトレイル・

マウントフジ（P19）

      可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

花の都公園春の息吹
～ 5/25（P19）
コールふじまりも

（P16)

  27赤口   28先勝   29仏滅 30大安 

　

　　　　

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

昭和の日

　 
     

可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

月の行事予定


